
【はじめに】厚生労働省より医師の働き方改革を進めるた

めのタスクシフト/シェアが推進されている。当院検査部病
理検査室では現在 2名の常勤病理専門医で年間 14000件を
超える組織診を行っており、病理医は長時間労働を強いら

れている。そこで、病理医の業務負担を軽減するため、技

師による一部手術検体の切り出しとバーチャルスライドス

キャナを使用した乳癌のバイオマーカー計測に取り組んだ。

【方法】手術検体の切り出しは病理医と相談し胆嚢、子宮

頚部円錐切除検体、消化管 ESD検体を対象とした。まず技
師が病理医より指導を受け習得、その後技師同士で切り出

し方法を共有した。乳癌バイオマーカー計測はバーチャル

スライドスキャナ Nano Zoomer S210(浜松ホトニクス株式会
社)による画像取り込みと画像解析システム e-Count3V96(e-
Path株式会社)を使用し、ER,PgG,Ki-67,p53の発現率計測を
行った。いずれの取り組みも 2021年 8月から開始し、
2022年 3月までの期間に提出された症例に関して検討した。

【結果】対象期間における技師による切り出し件数は胆嚢

135件、子宮頚部円錐切除検体 44件、消化管 ESD検体
27件だった。1検体あたりの作業時間が胆嚢約 5分、子宮
頸部約 7分、消化管 ESD約 15分であり、年間約 23時間タ
スクシフトすることができた。

乳癌バイオマーカー計測の件数は 320件だった。1件あた
り約 12分であり、年間約 64時間タスクシフトすることが
できた。

【まとめ】タスクシフト/シェアを行った結果、病理医の業
務時間を約 87時間減らすことが出来た。しかし、病理医の
業務量は依然として多いため、技師による手術検体切り出

しの臓器種の追加、画像解析システムを使用した細胞計測

の項目追加等を今後も検討していきたい。一方で技師の業

務量は増えてきたため、業務の簡素化や業務習得者の増員

等を行うことが今後の課題である。
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